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はじめに
Persona Partial Knee Systemは人工膝関節単顆置換シ

ステムであり、シンプルで容易な手術手技によるアラ

イメントと位置調整のためのツールを提供する器械

システムで設計されています。Persona Partial Knee 

System は、大腿骨、脛骨ベースプレートおよびベアリン

グの各コンポーネントで構成されています。

システムの互換性
Persona Partial Knee Systemでは、大腿骨はどのサイ

ズでも脛骨 /ベアリングの全サイズに対応しています。

各ベアリングは、対応する脛骨ベースプレートのサイ

ズに適合しています（例えば、E左内側ベアリングコン

ポーネントは E左内側脛骨ベースプレートのみに適合

します。右内側ベアリングは左内側脛骨ベースプレー

トには適合しません）。

システム間の互換性
Zimmer® Gender Solutions® Patello-Femoral Joint（PFJ）

を Persona Partial Knee Systemと併用することができ

ます。
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図1 図2

患者の準備を整え、手術台で仰臥位にして滅菌した布

で覆います。膝と同側の股関節部は自由に動くように

します（図 1）。

切開
切開は、屈曲位または伸展位で行うことができます。

切開は、しっかりと展開する必要があります。膝蓋骨

の内側縁から、ジョイントラインより約 3cm遠位方向

に真っ直ぐ皮膚切開を行います（図 2）。ジョイントラ

イン上方 2/3および下方 1/3が推奨される切開の比率

です。皮下組織から関節包に向けて切開創を深くして

いきます。外科医の希望および経験に応じて、medial 

parapatellar、midvastusまたは subvastus アプロ ーチ

を使用して展開することができます。深層の関節切開

は、膝蓋骨から膝蓋腱の内側に沿う必要があります。

脛骨結節からプラトーの前内側縁の脛骨の前方部を展

開します。内側半月板をできるだけ切除します。内側

側副靱帯のリリースをしないでください。

膝蓋下脂肪体の一部を切除し、リトラクタを挿入して

内側部と脛骨顆間隆起を展開します。次の手順に進む

前に、外側部と膝蓋大腿部も確認する必要があります。

内側側副靱帯、後十字靱帯、前十字靱帯が機能不全で

ある場合、デバイスを安定させることができないため、

禁忌となります。その場合は手技を中止して、人工膝

関節全置換術を行います。

脚の位置調整
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図3 図4

骨棘は、大腿骨内側、顆間窩および ACL周辺の顆間隆

起の両側部から取り除く必要があります（図 3）。膝

の屈曲を変えると、さまざまな骨棘を目視することが

できるため、切除が容易になります。ACLの付着部前

方の脛骨プラトーおよび顆間隆起の骨棘は必ず取り除

いてください。これは、屈曲拘縮変形を矯正するため

のひとつの方法です。膝蓋骨周辺に骨棘が大量にある

場合、その骨棘も除去します。内側側副靱帯下（図 4）

および顆間窩の内側顆の後方からも骨棘を除去してく

ださい。これにより、次の手順で顆間窩にソーブレー

ドを挿入するスペースができます。

  手技のヒント：屈曲と伸展の軟部組織のバランスを

とる前に骨棘を取り除くことが重要です。

  手技のヒント：骨棘は、医療用ノミ（6mm）を使

用すると取り除きやすくなります。

骨棘の切除
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図5 図6

2. 平行移動
3. 下げる

1. 上げる

5. 挿入

4. 押す

1. 押す
2. ロッドの挿入

6. 解除

3. 解除

髄外（EM）アライメントガイドを組み立てます。EM

アライメントガイドに脛骨骨切りガイドを接続しま

す。接続するには、EMプロキシマルチューブのレバー

を持ち上げて EMプロキシマルチューブの上部、ロッ

キングコーンの下部に脛骨骨切りガイドを平行移動さ

せます。EMプロキシマルチューブのレバーを下に押

して、脛骨骨切りガイドを固定します（図 5）。

EM遠位ロッドのボタンを押したまま EMアンクルク

ランプのネジ式ロッドを EM遠位ロッドに挿入し、ボ

タンを解除します。EM プロキシマルチューブの遠位

のボタンを押したまま EM遠位ロッドを EMプロキシ

マルチューブに挿入し、ボタンを解除します（図 6）。

脛骨近位端の切除
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図7 図8

高さの調節

内反/外反の調節

後方傾斜の調節

時計回り

反時計回り

長くする短くする

脛骨骨切りガイドは図 7に示すボタンで内反 /外反角

度、後方傾斜、切除の高さを調節できます。高さ調節

ボタンを押すと粗調整ができ、ダイヤルを回すと微調

整ができます。

ダイヤルを 1回転させると 4mmの高さ調節ができ、

1/4 回転させると 1mmの高さ調節ができます（図 8）。

高さ調節ダイヤルを時計回りに回転させると EMアラ

イメントガイドが下がり、脛骨切除量が増加します。

ダイヤルを反時計回りに回転させると EMアライメン

トガイドが上がり、脛骨切除量が減少します。

脛骨近位端の切除（続き）
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図9 図10

足関節果部周辺に EMアンクルクランプのスプリング

アームを取り付けて、アセンブリの遠位部を固定しま

す。後方傾斜調節と内反 /外反の調節を行い、前額面（図

9）と矢状面（図 10）において EMアライメントガイ

ドを脛骨の長軸と平行に設定します。

これにより、脛骨切除は機能軸と垂直な面に対して 5

度の後方傾斜になります。脛骨骨切りガイドには 5度

の後方傾斜角度があります。ガイドを近位側は脛骨結

節内側 1/3と遠位側は距骨の中央（足関節中心）に合

わせることで内外反方向を正しく設置することができ

ます。 

脛骨近位端の切除（続き）
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図11 図12 図13

高さの調節を行い、脛骨骨切りガイドを適切な切除レ

ベルに設置します（図 11）。垂直骨切りスロットの位

置は、切除面が ACL 付着部の内側線維に隣接し、内

側脛骨顆間隆起の頂点のすぐ内側を過ぎるようにしま

す。リセクションガイドをスロットから使用すると、

切除面と回旋方向を確認することができます（図 12）。

12mmの垂直スロットの中央からヘッドレスドリル

ピンを挿入して、垂直骨切りスロットの位置を設定し

ます（図 13）。脛骨プラトーのカバレージを最大にす

るため可能な限り ACL 付着部内側付近に骨切りガイド

を設置します。

  手技のヒント：垂直骨切りスロットの位置決めの際

には、12mmの垂直スロットの中央からヘッドレス

ドリルピンを挿入することが重要です。これにより、

上下の調節が可能となり、脛骨骨切りの最適な高さ

が設定できます。

  手技のヒント：ヘッドレスドリルピンを使用する際

には、ピンを 10mm以上残すことが重要です。こ

うすることで、ピンプラーを使用する際にピンを把

持しやすくなります。

脛骨近位端の切除（続き）
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図14 図15 図16

脛骨スタイラスの下部を脛骨骨切りガイドの骨切りス

ロットに挿入します（図 14）。スタイラスの 4mmの

端を使用して、EMプロキシマルチューブの微調整を

時計回りに回転させる（下方修正）か、反時計回りに

回転させて（上方修正）、脛骨骨切りガイドの最終的な

高さを調節し、脛骨スタイラスの先を摩耗した前内側

脛骨プラトーの最下点に接触させます（図 14）。

脛骨の摩耗が重度である場合は骨切り量を少なくする

ことが適切であることもあります。この場合、スタ

イラスの 2mmの先端を使用することができます（図

15）。脛骨骨切りガイドの骨切りスロットにリセク

ションガイドを通し、近位脛骨切除レベルと後方傾斜

を確認します（図16）。傾斜を調節する必要がある場合、

EMアライメントガイドの後方傾斜調節ボタンを使用

して調節することができます。 

脛骨近位端の切除（続き）



9 | Persona Partial Knee System 手術手技

図17 図18

ヘッドレスドリルピンを脛骨骨切りガイドのコーナー

ホールから挿入し、次に別のヘッドレスドリルピンを

脛骨骨切りガイドの平行ホールから挿入して脛骨骨切

りガイドを固定します（図 17）。

  手技のヒント：ヘッドレスドリルピンを使用する際

には、ピンを 10mm以上残すことが重要です。こ

うすることで、ピンプラーを使用する際にピンを把

持しやすくなります。

コーナーホールのヘッドレスドリルピンは、垂直方向

および水平方向の切除の際にボーンソーをストップさ

せることができます。垂直骨切りを行うには、脛骨骨

切りガイドの垂直スロットから片刃のレシプロケー

ティングソーを使用します。垂直骨切りレベルは、脛

骨内側顆間隆起の頂点に対してやや内側、または ACL 

付着部の内側で骨切りします（図 18）。

  手技のヒント：垂直骨切りスロットの位置が内外側

方向に適切でない場合には、脛骨骨切りガイドに組

み込まれた溝を使用して、垂直骨切りスロットに平

行に骨切りすることができます。この場合、コーナー

ホールのドリルピンに接触しないため、コーナー

ホールピンと平行になるように、また切り込みすぎ

ないように注意する必要があります。

脛骨近位端の切除（続き）
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図19

次に垂直骨切りを行います。ボーンソーは脛骨プラ

トー後方をやや越えた位置で垂直に下方に進め、コー

ナーピンに接触するまで進めます。ボーンソーの方向

はハンドアップしないように注意します（図 19）。ハン

ドアップすると水平方向の骨切り面に切り込み、術後

の脛骨プラトー骨折のリスクが高くなります。

  手技のヒント：先端が丸いレシプロケーティングブ

レードを使用して、膝窩部後方の損傷を防止します。

水平方向の骨切りをする前に、内側側副靱帯（MCL）

リトラクタを挿入します。このリトラクタは、靭帯を

保護するため、ボーンソーブレードとMCLの間に配

置します。1.27mm（0.050 インチ）x12.5/13mmの

オシレーティングソーを脛骨骨切りガイドの骨切りス

ロットから使用して、脛骨を水平に骨切りします。ソー

ブレードがMCLリトラクタに沿って進むことを確認

し、MCLを損傷することなく内側皮質を完全に切断し

ます。完全に骨切りした後は通常、骨切りした骨片が

動くようになります。

脛骨近位端の切除（続き）
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図21 図22

前後

図20

骨ノミを水平骨切り面に挿入し、上向きに持ち上げて、

切除された脛骨プラトーを取り除きます。膝を 10～

15度曲げると、切除された脛骨プラトーが取り除きや

すくなります。後内側の軟部組織は、電気メスまたは

メスを使用して除去する必要があります。切除された

脛骨プラトーの骨片を調べると、前内側関節炎に典型

的な特徴があり（図 20）、前方に全厚軟骨欠損、後方

に軟骨が残存しています。前内側関節炎の特徴が認め

られない場合には、ACLのステータスを再評価します。

骨切り面を調べて、予定している後方傾斜が実現して

いることを確認します。

EMアライメントガイドから脛骨骨切りガイドを取り除

き、EMアライメントガイドとヘッドレスドリルピンは

留置したままにします（コーナーホールのピンは切除さ

れたプラトーと一緒に除去されます）。スペーサーブロッ

クを挿入しやすくするため、PK（Partial Knee）ハンド

ルを 9mmのスペーサーブロックに取り付けます。膝を

5～ 10度に曲げて、9mmのスペーサーブロックを挿

入し、脛骨切除が十分であるかを確認します（図 21）。

9mmのスペーサーブロックが簡単に出し入れできる場

合は厚みが正しいことを意味します。9mmのスペーサー

ブロックが緩すぎる場合は、伸展ギャップを埋めるため

に、より厚みのあるスペーサーブロックを使用します。

9mmのスペーサーブロックまたはハンドルを強く握っ

て出し入れする必要がある場合はきつすぎるため、脛

骨をさらに切除する必要があります。近位脛骨を再骨

切りするには、2mmのリカッターをヘッドレスドリル

ピンに沿って、EMアライメントガイドに取り付けます

（図 22）。さらに固定する必要がある場合には、オブリー

クホールにヘッドレストロカーピンを挿入することがで

きます。1.27mm（0.050インチ）x 12.5/13mmの刃を

付けたオシレ ーティングソーを使用して 2mmリカッ

ターの水平スロットから脛骨を骨切りします。このとき、

コーナーピンがないため脛骨顆間隆起に切り込まない

よう注意します。2mmリカッターを外し、9mmのスペー

サーブロックで伸展のギャップを再度チェックし、脛骨

切除が十分であることを確認します。 

  手技のヒント：9mmのスペーサーを使うと最終

的なベアリング厚さを± 1mmに調整できるため、

8mmのスペーサーブロックではなく、9mmのス

ペーサーブロックを使用することが推奨されます。

脛骨骨切りの確認
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図23 図24

脚のアライメントを確認する方法には 2つのオプ

ションがあります。

オプション #1：カプラー付きアライメントロッドと

アライメントロッドを組立て、伸展ギャップにスペー

サーブロックを挿入します。アライメントロッドの近

位端を大腿骨頭の中心と、遠位端を足関節の中心に置

きます。アライメントロッドが膝関節中心よりも内側

を通過していれば膝関節が過度に矯正されていないこ

とを示します（図 23）。

オプション #2：スペーサーブロックにアライメントタ

ワーを取り付け、アライメントロッドをアライメント

タワーに挿入します（図 24）。膝関節が過度に矯正さ

れていないことを確認します。

脚のアライメントの確認
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図25 図26

挿入しやすくするように、PKハンドルをスペーサー

ブロックの前方のアタッチメントに取り付けます（図

25）。膝関節を伸展位にし、遠位大腿骨骨切りスロッ

トが大腿骨の前面に接触するまで、または後方の軟部

組織によりスペーサーブロックが挿入できなくなるま

で、9mmまたは伸展ギャップの確認に使用した厚み

のスペーサーブロックを挿入します（図 25）。スペー

サーブロックが完全に挿入され、切除された脛骨骨切

り面に接触し、かつ遠位大腿骨に接触していることを

確認することが重要です。必要に応じて前方の骨棘を

取り除きます。膝関節が過伸展になっていないことを

確認します。遠位大腿骨骨切りスロットを大腿顆の中

心に置き、48mmのヘッデッドスクリューを使用して

スペーサーブロックを固定します（図 26）。

1.27mm（0.050 in）x 12.5/13mmのオシレーティン

グソーのブレードを使用して遠位大腿骨を骨切りしま

す。過伸展で遠位大腿骨を骨切りしないようにするこ

とが重要です。後方膝窩部の損傷を防止するため、伸

展位の状態でブレードを大腿骨遠位端後方を越えて膝

関節の後方に伸ばさないでください。リトラクタを挿

入して内側側副靭帯を保護します。骨切り後、48mm

のヘッデッドスクリューとスペーサーブロックを取り

外します。 

大腿骨遠位端の切除
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図27 図28

先の手順で使用したスペーサーブロックの厚みに一

致する屈曲 /伸展ギャップチェッカーを選択します。

屈曲 /伸展ギャップチェッカーの厚みのある方の先

（EXTENSIONと表示）を伸展位で挿入します。伸展

ギャップは 5～ 6度の屈曲位で測定することが重要で

す。この屈曲位から膝を完全に伸展できることを確認

します。完全伸展の状態では、後方関節包が緊張する

ため、伸展ギャップの測定値が小さくなる可能性があ

ります。EXTENSIONと表示された先の厚みは、対応

する脛骨ベースプレート、関節面サーフェイス、大腿

骨コンポーネントの遠位端の厚み全体と同じで、イン

プラントされた感覚を得られるようになっています

（図27）。1サイズ厚めの屈曲 /伸展ギャップチェッカー

の挿入が困難で、かつ 1サイズ薄めの屈曲 /伸展ギャッ

プチェッカーを挿入すると緩いことを確認することで

適切な厚さの確認が行えます。脚のアライメントが過

矯正でないことと、伸展において適切な靭帯張力（2mm

以上の弛緩）を再現することが重要です。 

約 100 度に屈曲した膝の屈曲ギャップを、伸展ギャッ

プの確認時に使用したものと同じ厚さの屈曲 /伸展

ギャップチェッカーの薄い方（FLEXIONと表示）を

使用して測定します（図 28）。屈曲 /伸展ギャップ

チェッカーの薄い方の端部を使うと、インプラントさ

れたコンポーネントの屈曲時の感覚を知ることができ

ます。厚さが適切であると、屈曲 /伸展ギャップチェッ

カーを簡単に出し入れできます。1サイズ厚めの屈曲 /

伸展ギャップチェ ッカーの挿入が困難で、かつ 1 サイ

ズ薄めの屈曲 /伸展ギャップチェッカーが緩いことを

確認することで適切な厚さの確認が行えます。屈曲位

で適切な靭帯張力（2mm以上の弛緩）を再現するこ

とが重要です。 

  手技のヒント：屈曲 /伸展ギャップチェッカーの薄

い先（FLEXIONと表示）は、記載されている数値

よりも 2mm薄くなっています（例：9mmの屈曲 /

伸展ギャップチェッカーの薄い方の先は 7mm）。原

理は 16 ページをご覧ください。

屈曲と伸展ギャップの確認
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図29

•  各スペーサーの先が薄い方で、インプランテーション

されたコンポーネントの屈曲位の感覚を知ることが

できます。 

•  大腿骨後方を切除する際に、大腿骨コンポーネント

の後顆の厚みより +2mmの切除を行い、大腿骨コン

ポーネントが 2mm前方になるようにし、屈曲ギャッ

プを作成します。これは、大腿骨後顆の軟骨が残存

していることを想定しているためです。

•  屈曲位で適切な靭帯張力（2mm以上の弛緩）を再現

することが重要です。 

•  伸展のギャップが適切であり、屈曲のギャップがき

つすぎる場合は、大腿骨後顆の骨切り前に、骨やす

りまたはボーンソーを使用して、大腿骨後方顆部の

軟骨を 1～ 2mm取り除きます。

挿入を容易にするために、PKハンドルを大腿骨フィ

ニッシングガイドの前方のアタッチメントに取り付け

ます（図 29）。大腿骨フィニッシングガイドを使用し

て適切な大腿骨のサイズを決定します。各大腿骨フィ

ニッシングガイドの形状は、対応する大腿骨コンポー

ネントの前方と遠位の位置と形状に一致します。大腿

骨フィニッシングガイドに PK ハンドルを取り付けま

す。膝を 100度に屈曲させた状態で、遠位切除面と骨

切り前の後方顆部にガイドを接触させます（図 29）。

大腿骨フィニッシングガイドが大腿骨遠位端に接触し

ていることを確認してください。阻害する軟部組織や

残存している骨棘に注意してください。

屈曲と伸展のギャップの確認（続き） 大腿骨のサイジング
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図30 図31

2 mm～3 mm

1つ下のサイズ 1つ上のサイズ

サイズが正しければ、骨棘を取り除いた後、大腿骨フィ

ニッシングガイドの前方部と内側に骨が 2mm以上露

出しているはずです。大腿骨フィニ ッシングガイドの

内側 /外側の位置もこの時点で決定されます。大腿骨

フィニッシングガイドは、顆間窩にインピンジメント

が生じないように、できるだけ外側に設置します（図

30）。これにより、伸展位での大腿骨コンポーネント

の設置が脛骨コンポーネントに対して適切になり、か

つ膝蓋大腿インピンジメントを防ぎます。内側または

外側にオーバーハングがなければ、正しい位置である

と考えられます。

大腿骨サイズが 2つのサイズの中間であると思われ

る場合は、小さいほうのサイズを選択します。これに

より、膝蓋大腿関節のインピンジメントの原因となる

オーバーハングを防ぎます（図 31）。

大腿骨のサイジング（続き）
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図32 図33

正しいサイズの大腿骨フィニッシングガイドを配置

し、48mmのヘッデッドスクリューを上部のピンホー

ルに挿入し、ガイドを固定します（図 32）。ガイド

の後端が近位脛骨骨切り面と平行になるまで、スク

リュー上でガイドを回転させてください。屈曲 /伸展

ギャップチェッカーの薄い方（FLEXIONと表示）を大

腿骨フィニッシングガイド下に挿入すると、平行にし

やすくなります。屈曲 /伸展ギャップチェッカーを使

用する場合は、ガイドをスクリューで固定する前に、

屈曲 /伸展ギャップチェッカーを挿入してサイズ変更

がないことを確認してください。大腿骨フィニッシン

グガイドがオーバーハングしないように、大腿骨フィ

ニッシングガイドの内外側に骨が露出していることが

重要です。

この時点で、48mmまたは 33mmのヘッドスクリュー

を角度がついた前方ピンホールに挿入します（図 33）。

後方顆部皮質骨に貫通しないように、骨のサイズを考

慮してスクリューの長さを選択してください。ガイド

を骨に確実に固定するために必要であれば、他のスク

リューを追加使用してください。サイズマークに一

番近い穴にスクリューを使用した場合、後方シャン

ファーの骨切りを実施する前にスクリューを取り除く

必要があります。

大腿骨後方顆部、シャンファーの
骨切り、およびペグホールの作成
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図34 図35

大腿骨フィッシングガイドの方向が正しく決まり、固

定されたら、ストップ付きの大腿骨ペグドリルを、大

腿骨フィニッシングガイドに接触するまで前方のホー

ルに挿入し、大腿骨ペグを作成します（図 34）。

次に、ストップ付きの大腿骨ペグドリルを、ストッパー

が大腿骨フィニッシングガイドに接触するまで後方の

ドリルホールに挿入し、大腿骨後方ペグホールを作成

します（図 35）。

大腿骨後方骨切、シャンファーの 
骨切、およびペグホールの作成（続き）
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図36

図37

図38

リトラクタを挿入して内側側副靭帯を保護します。

1.27mm（0.050 in）x 12.5/13mmのオシレーティン

グソーを使用し、大腿骨後方顆部を骨切りした後に、

骨切りスロットを介して大腿骨後方シャンファーの骨

切りをします（図 36 および図 37）。内側側副靱帯お

よび前十字靱帯を損傷しないように注意します。ヘッ

デッドスクリューと大腿骨フ ィニッシングガイドを取

り外し、すべての骨切り面が平らであることを確認し

ます。

残留している半月板を切除し、骨棘（特に内側側副靱

帯に干渉している骨棘）を取り除きます（図 38）。上

方、後方に大腿骨骨棘がある場合は、骨ノミ（直また

は曲）を使用して内側大腿顆から取り除いて深屈曲の

インピンジメントを防ぐ必要があります。

大腿骨後方骨切、シャンファーの 
骨切、およびペグホールの作成（続き）
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図39 図40

切除された脛骨近位端の A/PおよびM/Lの両寸法を適

切に覆う脛骨サイザーを挿入します（図 39）。

正しいサイズを確認するために、脛骨サイザーの位置

を、サイザーの後縁が脛骨皮質後部と同一平面になる

ようにしてください。脛骨サイザーを垂直切断面に接

触させ、脛骨皮質後部上に脛骨サイザーのフック（図

40）を使用することで正しいサイズを確認することが

できます。

脛骨のサイジング
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図41 図42

脛骨サイザーを内側皮質骨に揃えて配置します。前方

および内側縁に、隣接したサイズの形状を表す刻みが

付いた確認用の窓があります（図41）。これを使用して、

隣接するサイズを使用すべきかどうかを判断すること

ができます。評価対象のサイズが内側にオーバーハン

グしている場合、脛骨の垂直骨切りが外側寄りにする

ことが可能かを確認します。もしくは、脛骨のサイズ

をひとつ下のものにします。内側に過度にオーバー

ハングすると痛みの原因となるため避けなければいけ

ません。 

脛骨コンポーネント上のキールの位置は、脛骨サイ

ザーの外側縁のスロットから印をつけることもできま

す（図 42）。

脛骨のサイジング（続き）
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図43 図44

A

B

挿入しやすくするために、PKハンドルを脛骨トライア

ルの前方のアタッチメントに取り付けます（図 43）。

PK ハンドルは脛骨トライアルに 2つの方向に取り付け

ることができます（図 44）。PKハンドルは、脛骨トラ

イアルの配置を容易にするため、前方ストップを遠位

として取り付けることが推奨されます（A）。脛骨トラ

イアルをより後方に設置するのが好ましい場合は、前

方ストップを近位にして PKハンドルを取り付けるこ

ともできます（B）。

脛骨の仕上げ
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図45 図46

ハンドルの前方ストップが脛骨前方に接触するまで PK 

ハンドルを後方に動かすことで、脛骨トライアルを正

しく設置することができます（図 45）。ハンドルを使

用してキールを骨に押し込みます。

必要であれば、脛骨トライアルの凹部に脛骨インパク

タを挿入し、脛骨面と同一平面上に収まるように打ち

込みます（図 46）。骨が硬化しておりキール用に追加

的な準備が必要な場合は、脛骨トライアルを挿入する

前に、印をつけた骨表面にサジタルソーまたは細い医

療用ノミで切れ目を入れます。

脛骨の仕上げ（続き）
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図47 図48

1222_5_GLBL_en_AppendixI_fig17.psd

1222_5_GLBL_en_fig48_insetB.psd

1222_5_GLBL_en_AppendixI_fig18.psd

DRAFT- For review purposes only

適切なサイズの脛骨トライアルが設置され、脛骨面と

同一平面にぴったりと収まったら、33mmヘッデッ

ドスクリューを前部の固定穴に挿入します（図 47）。

33mmのヘッデッドスクリューを締めすぎた場合に脛

骨トライアルの後方移動を防止するために、33mmの

ヘッドスクリューで固定する際には PKハンドルを接

続したままにしておくことが重要です。 

脛骨ペグドリルは 2つあります。これらは脛骨ペグド

リルとして同じ機能ですが、ドリルシャフト部に「PPK」

と記され、３本のリング掘り込み加工されたものは

Persona Partial Knee System専用のもので、ドリルの

深さが 2mm少なくなります（図 48）。

脛骨ペグホールのドリル角度は 20度であり、脛骨ト

ライアルに垂直ではありません。脛骨ドリルをカウン

ターボアペグホールに対して 20度前傾させてドリル

ストップの位置までドリルします（図 48）。PKハンド

ルを取り外し、脛骨トライアルを留置したままトライ

アルリダクションを行います。

脛骨の仕上げ（続き）
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図49

A

B

図50

骨表面の準備が完了した状態で、適切なサイズの大腿

骨トライアル、脛骨トライアル、ベアリングトライア

ルを使用してトライアルリダクションを行います。PK 

ロッキング大腿骨インパクタを大腿骨トライアルコン

ポーネントに装着してください（図 49）。装着するに

はまず、インパクタパッドがインパクタに組み込まれ

ていることを確認します。次に、ロックナットが解除

されていることを確認します（スレッドが解除され

るまでロックナットを反時計回りに回します）。取っ

手をつまんで金具を開き、大腿骨トライアルの方向が

インパクタパッドのマークに合うように（ANTが前方、

POSTが後方）、大腿骨トライアルの内側と外側の刻

み目に金具を取り付けます。抵抗を感じるまでロック

ナットを時計回りに回転させて、PKロッキングインパ

クタに大腿骨トライアルをロックします。

膝を曲げた状態で、PKロッキング大腿骨インパクタを

使用し、大腿骨トライアルを挿入します（図 50）。後

方（長い）ペグを最初に挿入し、マレットを使用して

トライアルを大腿骨に打ち込み、前方ペグがかみ合い、

コンポーネントがしっかりと据え付けられたことを確

認します。ロックナットを反時計回りに回転させ（約

1回転）、取っ手をつまんで金具を開き、PKロッキン

グ大腿骨インパクタを取り外します。

トライアルリダクション
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図52

図51

図54

図53

次に、適切なサイズのベアリングトライアルを選択し、

脛骨トライアルの溝に差し込みます（図 51）。 

  注：脛骨ベアリングを差し込む際には、脛骨トライ

アルとベアリングトライアルの間に何もないことを

確認し、慎重に取り扱う必要があります。

すべてのトライアルが設置できたら、全可動域に膝を

動かして関節の安定性を判断します。大腿骨トライア

ルに抜去用の穴があるため、トライアルを軽度屈曲さ

せた際にコツっという音がなる場合があります。最終

的なインプラントの前に脚のアライメントをもう一度

確認します。脚のアライメントが過矯正でないこと、

屈曲と伸展において適切な靭帯張力（2～ 3mmの弛緩）

を再現することが重要です。

テンションゲージ（琥珀色のスティック）の 2 mmの

先を屈曲と伸展の状態で挿入し、ギャップがきつすぎ

ないか確認します（図 53）。異なる厚みのベアリング

トライアルに交換する必要がある場合は、ベアリング

トライアルリムーバーを使用してベアリングトライア

ルを取り外します（図 52）。適切なコンポーネントの

サイズと厚みが確認できたら、トライアルコンポー

ネントを取り外します。大腿骨トライアルを取り外す

にはスラップハンマ ーを使用します（図 54）。大腿骨

トライアルの楕円形のくぼみに、スラップハンマーの

楕円形の端を挿入します。スラップハンマーを 90度

内旋させます（右膝は時計回り、左膝は反時計回り）。 

トライアルリダクション（続き）
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図55

最終コンポーネントを用意します。スペースに制約が

あるため、まず脛骨コンポーネントを移植する必要が

あります。

脛骨

膝上方でタニケットをまだ使用していない場合は、骨

のセメント固定準備中、骨セメントの混合、塗布、そ

して硬化中にタニケットを設置・膨張させます。脛骨

および大腿骨の骨密度が高い、または骨が硬化してい

る場合には、直径 2mm、深さ 2～ 3mmの穴を 5～

8mmごとにアンカーホ ールを作成し、セメントの浸

透を向上させます。

セメントを塗布する骨面を十分にパルス洗浄し、清潔

な乾いたラップスポンジで乾燥させます。次に、40g

単位のセメントを混合します。真空混合カートリッジ

と未使用の手袋の使用が推奨されます。

セメントの接着特性が出たらすぐに、脛骨コンポ ー

ネントの底面全体にセメントの層を薄く塗布しま

す。セメントは、トレー下部のくぼみに、後方に最大

1mm、前方に最大 2mm盛り上がるように充填する必

要があります。コンポーネントとセメントの接合部分

は汚染しないよう注意してください。

脛骨にセメントを塗布して、3～ 4mm浸透するよう

にセメントに圧力をかけます。 

•  下穴および平面全体にセメントを塗布して加圧する

には、加圧ノズルが備わったセメントガン /カート

リッジの使用が推奨されます。 

•  代案として、手動でセメントを塗布し、½インチ（12.7 

mm）またはそれより幅広の骨刀を使用して骨にセ

メントを押し付けることもできます。

最終コンポーネントの
インプランテーション
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図56

加圧後、骨から盛り上がったすべてのセメントを取り

除きます。½インチ（12.7mm）幅の弯曲ノミも余分

なセメントを取り除くのに便利です。セメントの表面

に血液や生理食塩水が多く残っている場合は、コン

ポーネントを最終的に設置する前に、清潔な乾いたス

ポンジを巻いた平らなノミを使用して、慎重に拭き

取って乾燥させることができます。血液や生理食塩水

を乾燥させている間は、表面に塗布したセメントを取

り除かないように注意してください。

挿入を容易に行うために、膝を曲げて脛骨を外旋させ

ます。まず脛骨コンポーネントの後方を押して余分な

セメントを前方に押し出します。次にコンポーネント

の前部を押します。

脛骨プレートインパクタを使用して、脛骨コンポ ー

ネントを完全に固定されるまで後方から前方に打ち込

みます（図 56）。付属の湾曲型鉗子を使用して、脛骨

の後方から余分なセメントを取り除きます。 

湾曲型鉗子は、脛骨トレーの前方から余分なセメント

を除去するのに使用することもできます。

脛骨コンポーネントの近位面（特にロッキング機能付

近後部）からすべてのセメントが除去されていること

を確認します。セメントが残っていると、脛骨ベアリン

グが正しくアセンブリできなくなります。

最終コンポーネントの
インプランテーション（続き）
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図57

大腿骨

次の 40g単位のセメントを混合している間、大腿骨

側のパルス洗浄を行い、乾燥させます。セメントの接

着特性が出たらすぐに、大腿骨コンポーネントの骨

に対する面全体にセメントを塗布します。遠位および

シャンファー面のくぼみに 2～ 3mm、後方面のくぼ

みに 1～ 2mmセメントを充填してください。コンポー

ネントとセメントの接合部分は汚染しないよう注意し

てください。

大腿骨にセメントを塗布して、3～ 4mm浸透するよ

うにセメントに圧力をかけます。

•  加圧ノズルが備わったセメントガン /カートリ ッジ

の使用が推奨されます。

•  代案として、徒手でセメントを塗布し加圧すること

もできます。

後面上に盛り上がって残っているセメントは、大腿骨

コンポーネントを設置後に除去できなくなるため、次

のプロセスに進む前に、骨と同一平面上になるように

除去してください。PKロッキング大腿骨インパクタに

大腿骨コンポーネントが取り付けられている状態で、

大腿骨コンポーネントの挿入を、脚を深屈曲にして開

始します。後方（長い）ペグをまず挿入し、マレット

を使用して大腿骨コンポーネントを大腿骨に打ち込

み、前方ペグが挿入され、コンポーネントが完全に固

定されたことを確認します。大腿骨コンポーネントを

しっかりと打ち込むために、大腿骨インパクタを使用

することもできます（図 57）。

余分なセメントを取り除きます。

脛骨コンポーネントの近位面（特にロッキング機能付

近後部）からすべてのセメントが除去されていること

を確認します。セメントが残っていると、ベアリング

が正しくアセンブリできなくなります。

最終コンポーネントの
インプランテーション（続き）
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図58 図59

ベアリングトライアルの最大屈曲と最大伸展をテスト

することで、最終のベアリングコンポーネントの正し

いサイズと厚みを確認します。テンションゲージ（琥

珀色のスティック）を使用して屈曲と伸展のギャップ

を計測します。次に、アライメントを再びチェックし

て関節が過矯正されていないことを確認します。

ベアリングの組み立て
セメントが硬化した後、脛骨ベアリングを最終的に

インプラントする前に余分なセメントを取り除きま

す。セメントが完全に硬化し、脛骨コンポーネントの

近位面とロッキング機能付近からすべてのセメントが

取り除かれるまで、ベアリングコンポーネントのロッ

キングプロセスに進まないでください。

コンポーネントベアリングの刻字がある面を下にし

て、ポリエチレンコンポーネント後端を脛骨ベースプ

レート後部レールに差し込みます。

ディスポーザブルのベアリングインサーターチップを

脛骨ベアリングインサーターにはめ込みます。脛骨ベ

アリングインサーターの下側タブを脛骨コンポーネン

ト前方の切り込みに挿入します。コンポーネントが所

定の位置にはめ込まれるまでインサーターのハンドル

を閉じて握り（図 58）、最終コンポーネントのインプ

ランテーションを完了します（図 59）。 

閉創
最後の洗浄を行い、創を通常の方法で閉鎖します。

最終コンポーネントの
インプランテーション（続き）
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大腿骨コンポーネント

製品 説明 面 サイズ 部品番号

Persona パーシャルニー
大腿骨コンポーネント

左内側 1
2
3
4
5
6
7
8

42-5580-001-01
42-5580-002-01
42-5580-003-01
42-5580-004-01
42-5580-005-01
42-5580-006-01
42-5580-007-01
42-5580-008-01

右内側 1
2
3
4
5
6
7
8

42-5580-001-02
42-5580-002-02
42-5580-003-02
42-5580-004-02
42-5580-005-02
42-5580-006-02
42-5580-007-02
42-5580-008-02

脛骨コンポーネント

製品 説明 面 サイズ 部品番号

Persona パーシャルニー
脛骨コンポーネント

左内側 C
D
E
F
G
H
J

42-5380-003-01
42-5380-004-01
42-5380-005-01
42-5380-006-01
42-5380-007-01
42-5380-008-01
42-5380-009-01

右内側 C
D
E
F
G
H
J

42-5380-003-02
42-5380-004-02
42-5380-005-02
42-5380-006-02
42-5380-007-02
42-5380-008-02
42-5380-009-02

オーダリングインフォメーション
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ベアリングコンポーネント

製品 説明 面 サイズ 厚さ 部品番号

Persona パーシャルニー
Vivacit-E® ベアリング

左内側 C 8
9
10
11
12
14

42-5182-003-08
42-5182-003-09
42-5182-003-10
42-5182-003-11
42-5182-003-12
42-5182-003-14

右内側 C 8
9
10
11
12
14

42-5282-003-08
42-5282-003-09
42-5282-003-10
42-5282-003-11
42-5282-003-12
42-5282-003-14

左内側 D 8
9
10
11
12
14

42-5182-004-08
42-5182-004-09
42-5182-004-10
42-5182-004-11
42-5182-004-12
42-5182-004-14

右内側 D 8
9
10
11
12
14

42-5282-004-08
42-5282-004-09
42-5282-004-10
42-5282-004-11
42-5282-004-12
42-5282-004-14

左内側 E 8
9
10
11
12
14

42-5182-005-08
42-5182-005-09
42-5182-005-10
42-5182-005-11
42-5182-005-12
42-5182-005-14

右内側 E 8
9
10
11
12
14

42-5282-005-08
42-5282-005-09
42-5282-005-10
42-5282-005-11
42-5282-005-12
42-5282-005-14
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ベアリングコンポーネント（続き）

製品 説明 面 サイズ 厚さ 部品番号

Persona パーシャルニー
Vivacit-E ベアリング

左内側 F 8
9
10
11
12
14

42-5182-006-08
42-5182-006-09
42-5182-006-10
42-5182-006-11
42-5182-006-12
42-5182-006-14

右内側 F 8
9
10
11
12
14

42-5282-006-08
42-5282-006-09
42-5282-006-10
42-5282-006-11
42-5282-006-12
42-5282-006-14

左内側 G 8
9
10
11
12
14

42-5182-007-08
42-5182-007-09
42-5182-007-10
42-5182-007-11
42-5182-007-12
42-5182-007-14

右内側 G 8
9
10
11
12
14

42-5282-007-08
42-5282-007-09
42-5282-007-10
42-5282-007-11
42-5282-007-12
42-5282-007-14

左内側 H 8
9
10
11
12
14

42-5182-008-08
42-5182-008-09
42-5182-008-10
42-5182-008-11
42-5182-008-12
42-5182-008-14

右内側 H 8
9
10
11
12
14

42-5282-008-08
42-5282-008-09
42-5282-008-10
42-5282-008-11
42-5282-008-12
42-5282-008-14
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ベアリングコンポーネント（続き）

製品 説明 面 サイズ 厚さ 部品番号

Persona パーシャルニー
Vivacit-E ベアリング

左内側 J 8
9
10
11
12
14

42-5182-009-08
42-5182-009-09
42-5182-009-10
42-5182-009-11
42-5182-009-12
42-5182-009-14

右内側 J 8
9
10
11
12
14

42-5282-009-08
42-5282-009-09
42-5282-009-10
42-5282-009-11
42-5282-009-12
42-5282-009-14
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00-5907-083-95 一般器具トレー 1（アルミニウム）
00-5908-083-95 一般器具トレー 1（ステンレス鋼）

製品 説明 ラベル サイズ 部品番号

Persona プロキシマルチューブ A – 42-5399-001-00

Persona ディスタルロッド B – 42-5399-002-00

Persona アンクルクランプ C – 42-5399-003-00

Persona PK スタイラス、2/4 mm D – 42-5399-005-24

アライメントロッド E – 00-5785-079-00

カプラー付きアライメントロッド F – 00-5785-080-00

Persona パーシャルニー
スペーサーブロック

G 8 mm
9 mm
10 mm
12 mm
14 mm

42-5399-035-08
42-5399-035-09
42-5399-035-10
42-5399-035-12
42-5399-035-14

Persona パーシャルニー
スペーサーブロックアライメントタワー

H – 42-5399-006-35

A

F
B

C

D

E

G

H
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00-5907-083-95 一般器具トレー 1（続き）（アルミニウム）

00-5908-083-95 一般器具トレー 1（続き）（ステンレス鋼）

製品 説明 ラベル サイズ 部品番号

エンジェルウィング I – 00-5977-084-10

MIS スクリュードライバー J – 00-5983-049-00

Persona パーシャルニー
脛骨インパクタ

K – 42-5399-090-00

Persona パーシャルニー 
屈曲/伸展ギャップチェッカー

L 8 mm
9 mm
10 mm
12 mm
14 mm

42-5099-035-08
42-5099-035-09
42-5099-035-10
42-5099-035-12
42-5099-035-14

テンションゲージ M – 00-5789-071-00

ピンキャディ N – 00-5906-010-50

J

N

I

M L

K
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00-5907-083-96 一般器具トレー 2（アルミニウム）

00-5908-083-96 一般器具トレー 2（ステンレス鋼）

製品 説明 ラベル 部品番号

Persona パーシャルニー ハンドル A 42-5399-017-10

Persona パーシャルニー
ロッキング大腿骨 インパクタ

B 42-5099-091-00

Persona パーシャルニー
ロッキング大腿骨インパクタパッド

C 42-5099-090-00

大腿骨インパクタ D 00-1336-028-00

Persona パーシャルニー スラップハンマー E 42-5399-092-00

Persona ピンプラー F 00-5901-022-00

Vanguard XP® 骨やすり G 32-700376

湾曲型鉗子/止血鉗子 H 00-5789-047-00

Persona パーシャルニー ベアリングインサーター I 42-5299-003-00

セメントリムーバー J 00-5061-084-00

AF

B

G

E

I

H

D

C

J
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A

A

B

B

C

00-5907-083-97 内側大腿骨トレー（アルミニウム）
00-5908-083-97 内側大腿骨トレー（ステンレス鋼）

製品 説明 ラベル 面 サイズ 部品番号

Persona パーシャルニー
大腿骨フィニッシングガイド

A 左内側 1
2
3
4
5
6
7
8

42-5781-001-01
42-5781-002-01
42-5781-003-01
42-5781-004-01
42-5781-005-01
42-5781-006-01
42-5781-007-01
42-5781-008-01

右内側 1
2
3
4
5
6
7
8

42-5781-001-02
42-5781-002-02
42-5781-003-02
42-5781-004-02
42-5781-005-02
42-5781-006-02
42-5781-007-02
42-5781-008-02

Persona パーシャルニー
大腿骨トライアル

B 左内側 1
2
3
4
5
6
7
8

42-5581-001-01
42-5581-002-01
42-5581-003-01
42-5581-004-01
42-5581-005-01
42-5581-006-01
42-5581-007-01
42-5581-008-01

右内側 1
2
3
4
5
6
7
8

42-5581-001-02
42-5581-002-02
42-5581-003-02
42-5581-004-02
42-5581-005-02
42-5581-006-02
42-5581-007-02
42-5581-008-02

Persona パーシャルニー
大腿骨ペグドリル

C – – 42-5099-042-00
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A

B C

00-5907-083-98 内側脛骨トレー（アルミニウム）
00-5908-083-98 内側脛骨トレー（ステンレス鋼）

製品 説明 ラベル 面 サイズ 部品番号

Persona パーシャルニー
アナトミック脛骨サイザー

A 内側 B/C
D/E
 F/G
H/J

42-5399-080-34
42-5399-080-56
42-5399-080-78
42-5399-080-90

Persona パーシャルニー
5 度キャプチャー脛骨骨切り 
ガイド

B 左内側
右内側

–
–

42-5399-051-85
42-5399-052-85

Persona パーシャルニー
2 mm 脛骨リカッター

C 左内側
右内側

–
–

42-5399-053-85
42-5399-059-85

Persona パーシャルニー 
脛骨トライアル

D 左内側 C
D
E
F
G
H
J

42-5381-003-01
42-5381-004-01
42-5381-005-01
42-5381-006-01
42-5381-007-01
42-5381-008-01
42-5381-009-01

右内側 C
D
E
F
G
H
J

42-5381-003-02
42-5381-004-02
42-5381-005-02
42-5381-006-02
42-5381-007-02
42-5381-008-02
42-5381-009-02

D
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00-5907-083-98 内側脛骨トレー（続き）（アルミニウム）
00-5908-083-98 内側脛骨トレー（続き）（ステンレス鋼）

製品 説明 ラベル 面 サイズ 厚さ 部品番号

Persona パーシャルニー
ベアリングトライアル

F 内側 C 8 mm
9 mm
10 mm
11 mm
12 mm
14 mm

42-5181-003-08
42-5181-003-09
42-5181-003-10
42-5181-003-11
42-5181-003-12
42-5181-003-14

D 8 mm
9 mm
10 mm
11 mm
12 mm
14 mm

42-5181-004-08
42-5181-004-09
42-5181-004-10
42-5181-004-11
42-5181-004-12
42-5181-004-14

E 8 mm
9 mm
10 mm
11 mm
12 mm
14 mm

42-5181-005-08
42-5181-005-09
42-5181-005-10
42-5181-005-11
42-5181-005-12
42-5181-005-14

F 8 mm
9 mm
10 mm
11 mm
12 mm
14 mm

42-5181-006-08
42-5181-006-09
42-5181-006-10
42-5181-006-11
42-5181-006-12
42-5181-006-14

G 8 mm
9 mm
10 mm
11 mm
12 mm
14 mm

42-5181-007-08
42-5181-007-09
42-5181-007-10
42-5181-007-11
42-5181-007-12
42-5181-007-14

F
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00-5907-083-98 内側脛骨トレー（続き）（アルミニウム）
00-5908-083-98 内側脛骨トレー（続き）（ステンレス鋼）

製品 説明 ラベル 面 サイズ 厚さ 部品番号

Persona パーシャルニー
ベアリングトライアル

F 内側 H 8 mm
9 mm
10 mm
11 mm
12 mm
14 mm

42-5181-008-08
42-5181-008-09
42-5181-008-10
42-5181-008-11
42-5181-008-12
42-5181-008-14

J 8 mm
9 mm
10 mm
11 mm
12 mm
14 mm

42-5181-009-08
42-5181-009-09
42-5181-009-10
42-5181-009-11
42-5181-009-12
42-5181-009-14

Persona パーシャルニー
ベアリングトライアル
リム ーバー

G – – – 42-5399-017-03

ストップ付き脛骨ドリル H – – – 42-5399-049-00

F

G

H
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単回使用消耗品（別売）

製品 説明 ラベル 面 サイズ 部品番号

Persona パーシャルニー
ベアリングインサーターチップ

– – – 42-5299-003-01

ドリルピン（4 本/箱） – – – 00-5901-020-00

ヘッデッドスクリュー（1 本/箱） – – 48 mm 00-5983-040-48

ヘッデッドスクリュー（1 本/箱） – – 33 mm 00-5983-040-33

23 度加圧ノズル ‒ OUS のみ – – – 4148
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図60 図61

Appendix I

3. Push Down

1. Lift

2. Translate

脛骨近位端骨切りには、オプション１とオプション２

の二つの骨切りガイドがあります。

違いは以下になります。

オプション１：垂直骨切りのソースロットと過剰骨切

りを防止するコーナーピンを設置することができま

す。脛骨骨切りガイドとリカットガイドはステンレス

製です。

オプション２：垂直骨切りのソースロットがないカッ

トガイドで、垂直骨切りはカットガイドの先端を参照

します。脛骨骨切りガイドとリカットガイドはナイト

ライド加工されており金色です。

•  ピンの位置はそれぞれ異なるため、オプション１と

２の互換性はありません。

髄外（EM）アライメントガイドを組み立てます。EM

アライメントガイドに脛骨骨切りガイドを接続しま

す。接続するには、EMプロキシマルチューブのレバー

を持ち上げて、EMプロキシマルチューブの上部にあ

るロッキングコーンの下部に脛骨骨切りガイドを平行

移動させます。EMプロキシマルチューブのレバーを

下に押して、脛骨骨切りガイドを固定します（図 60）。

脛骨骨切りガイドとリカットガイドはナイトライド加

工されており金色です。

EM遠位ロッドのボタンを押したまま EMアンクルク

ランプのネジ式ロッドを EM遠位ロッドに挿入し、ボ

タンを解除します。EMプロキシマルチューブの遠位

のボタンを押したまま EM遠位ロッドを EMプロキシ

マルチューブに挿入し、ボタンを解除します（図 61）。

脛骨近位端の切除
オプション２：
脛骨近位端骨切り
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図62 図63

Clockwise

Counter  
Clockwise

LengthenShorten

Height Adustment

Varus/Valgus Adustment

Slope Adustment

脛骨骨切りガイドは図 62に示すボタンで内反 /外反、

後方傾斜、切除の高さを調整できます。高さ調節ボタン

を押すと粗調整ができ、ダイヤルを回転すると微調整

ができます。

ダイヤルは１回転させると 4mmの高さ調節ができ、

1/4回転させると 1mmの高さ調節ができます（図

63）。高さ調節ダイヤルを時計回りに回転させると EM

アライメントガイドが下がり、脛骨切除量が増加しま

す。ダイヤルを反時計回りに回転させると EMアライ

メントガイドが上がり、脛骨切除量が減少します。

脛骨近位端の切除（続き）



46 | Persona Partial Knee System  手術手技

図64 図65

足関節果部周辺に EMアンクルクランプのスプリング

アームを取り付けて、アセンブリの遠位部を固定しま

す。後方傾斜調節と内反 /外反の調節を行い、前額面

（図 64）及び矢状面（図 65）において EMアライメン

トガイドを脛骨の長軸と平行に設置します。

これにより、脛骨切除は機能軸を垂直な面に対して 5

度の後方傾斜になります。脛骨骨切りガイドは 5度の後

方傾斜角度があります。ガイドを近位側は脛骨結節内側

1/3と遠位側は距骨の中央（足関節中心）に合わせるこ

とで内外反方向を正しく設置することができます。

脛骨近位端の切除（続き）
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図66 図67 図68

高さの調節を行い、脛骨骨切りガイドを適切な切除レ

ベルに設置します（図 66）。脛骨の垂直骨切りが骨切

りガイドのスロット部でない中央部側に位置するよう

に設置します。脛骨の垂直骨切りは ACL付着部の内側

繊維に隣接し、内側脛骨顆間隆起の頂点のすぐ内側を

通過するようにします。脛骨プラトーのカバレージを

最大にするため可能な限り ACL付着部内側付近に骨切

りガイドを設置します。リセクションガイドで垂直骨

切りの確認をします（図 67）。

ヘッドレスドリルピンを 7.2mm垂直スロットの中央

に挿入し、最初の固定をします（図 68）。

  手技のヒント：最初のヘッドレスドリルピンを

7.2mm垂直スロットに挿入する際は、7.2mm垂直

スロットの中央に挿入することが重要です。これに

より、上下の調整が可能となり、脛骨骨切りの最適

な高さが設定できます。

  手技のヒント：ヘッドレスドリルピンを使用する際

には、ピンを 10mm以上残すことが重要です。こ

うすることで、ピンプラーを使用する際にピンを把

持しやすくなります。

脛骨近位端の切除（続き）
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図69 図70 図71

脛骨スタイラスの下部を脛骨骨切りガイドの骨切りス

ロットに挿入します（図 69）。スタイラスの 4mmの

端を使用して、EMプロキシマルチューブの微調整を

時計回りに回転させる（下方修正）か、反時計回りに

回転させて（上方修正）、脛骨骨切りガイドの最終的な

高さを調節し、脛骨スタイラスの先を摩耗した前内側

脛骨プラトーの最下点に接触させます（図 69）。

脛骨の摩耗が重度である場合は骨切り量を少なくする

ことが適切であることもあります。

この場合、スタイラスの 2mmの先端を使用すること

ができます（図 70）。脛骨骨切りガイドの骨切りスロッ

トにリセクションガイドを通し、近位脛骨切除レベル

と後方傾斜を確認します（図 71）。傾斜を調整する必

要がある場合、EMアライメントガイドの後方傾斜調

節ボタンを使用して調節することができます。

脛骨近位端の切除（続き）
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図72 図73

ヘッドレスドリルピンを平行ピンホールに挿入して、

脛骨骨切りガイドを固定します（図 72）。脛骨骨切り

ガイドが確実に固定されたことを確認します。

追加の固定が必要な場合は、48ｍｍスクリューピン

をオブリークピンホールに挿入することができます。

48mmスクリューピンを使用した場合は、脛骨骨切り

ガイドを取り除く前に、48mmスクリューピンを抜去

する必要があります。

  手技のヒント：ヘッドレスドリルピンを使用する際

には、ピンを 10mm以上残すことが重要です。

こうすることで、ピンプラーを使用する際にピンを把

持しやすくなります。

レシプロケーティングソーで脛骨骨切りガイドまで垂

直骨切りを実施します。脛骨ベースプレートのサイズ

を最大にするため、脛骨の垂直骨切りは ACL付着部の

内側繊維に隣接し、内側脛骨顆間隆起の頂点のすぐ内

側を通過するようにします（図 73）。

脛骨近位端の切除（続き）
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図74

脛骨プラトーの後方まで骨切りしたことと脛骨骨切り

ガイドの非スロット部まで骨切りしたことを確認しま

す。水平骨切りを超える過剰な垂直骨切りを防止する

ため、ハンドアップしないように注意します。過剰な

垂直骨切りは、術後の脛骨プラトー骨折のリスクを増

加させます（図 74）。

  膝窩部の損傷防止のため、レシプロケーティング

ソーの刃は先端が鈍角なものを使用します。

水平骨切りをする前に、内側側副靭帯（MCL）リトラ

クタを挿入します。このリトラクタは、靭帯を保護す

るため、ボーンソーブレードとMCLの間に配置しま

す。1.27ｍｍ（0.050インチ）x12.5/13mmのオシ

レーティングソーを脛骨骨切りガイドの骨切りスロッ

トから使用して、脛骨を水平に骨切りします。ソーブ

レードがMCLリトラクタに沿って進むことを確認し、

MCLを損傷することなく内側皮質を完全に切断しま

す。完全に骨切りした後は通常、骨切りした骨片が動

くようになります。

脛骨近位端の切除（続き）
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図76 図77

AnteriorPosterior

図75

骨ノミを水平骨切り面に挿入し、上向きに持ち上げて、

切除された脛骨プラトーを取り除きます。膝を 10～ 15

度曲げると切除された脛骨プラトーが取り除きやすくな

ります。後内側の軟部組織は、電気メスまたはメスを使

用して除去する必要があります。切除された脛骨プラ

トーの骨片を調べると、前内側関節炎に典型的な特徴が

あり（図 75）、前方に前厚軟骨欠損、後方に軟骨が残存

しています。前内側関節炎の特徴が認められない場合に

は、ACLのステータスを再評価します。骨切り面を調べて、

予定している後方傾斜が実現していることを確認します。

EMアライメントガイドから脛骨骨切りガイドを取り

除き、EMアライメントガイドとヘッドレスドリルピン

は留置したままにします。スペーサーブロックを挿入

しやすくするため、PKハンドルの 9mmスペーサー

ブロックに取り付けます。膝を 5～ 10度に曲げて、

9mmのスペーサーブロックを挿入し、脛骨切除が十

分であるかを確認します（図 76）。9mmのスペーサー

ブロックが簡単に出し入れできる場合は厚みが正しい

ことを意味します。9mmのスペーサーブロックが緩

すぎる場合は、伸展ギャップを埋めるために、より厚

みのあるスペーサーブロックを使用します。

9mmのスペーサーブロックまたは PKハンドルを強

く握って出し入れする必要がある場合はきつすぎるた

め、脛骨をさらに切除する必要があります。近位脛骨

を再骨切りするには、2mmのリカッターをヘッドレス

ドリルピンに沿って、EMアライメントガイドに取り

付けます（図 77）。さらに固定する必要がある場合に

は、オブリークホールに 48mmヘッデドスクリューピン

を挿入することができます。1.27mm（0.050インチ）

x12.5/13mmの刃を付けたオシレーティングソーを使用

して、2mmリカッターの水平スロットより水平骨切り

を実施します。2mmリカッターを取り除き、再度 9mm

のスペーサーブロックで伸展ギャップを確認します。

  手技のヒント：9mmのスペーサーブロックを使う

と最終的なベアリングの厚さを± 1mmに調整で

きるため、8mmのスペーサーブロックではなく、

9mmのスペーサーブロックを使用することが推奨

されます。

脛骨骨切りの確認
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Notes
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